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益課税をやむをないものとするが.それを補完するもりとして， 8時間労働制廃止を強力に主張
している ζとに注目を要するロ
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Session 1890/91，. Bd. 2， S.862 (Barth， a.a. 0.， S. 203.) 
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23) Schacht， H.， Die Stabuisierung der Mark， 1927， S.6 
24) Prion， W" Injlation und Geldent四町加ng.1919， S.41 























































〔注) 1) 原資料の租税収入の区分項目に法人税の項がないが， 所得税中にふ〈まれるかどうか
不明.
2) 4月...12月の9ヶ月間のみ.なお W;吋 W:h4舟 U7ldSta的 tik，1924，'S_ 276 ~c.土れば，
貨幣価値安定後0)1924年1-3月をふくむ1923会計年度については， a. 15，104.8， b.2，912.5 
で h/"は19.::1之なるー
D四 tschlandsWtrtscl.凶 β，W品開噌undFinanzen; 1m Auftrage der Reichs. 
regt.e叩 n.F{rkn 加 " ú恥 Rゅara加Jn~komi..<:sion eing，日 etztenSachvers畑町長gen
ausschussen Ubergeben， 1924， 5S. 30， 34より作成。
26) 当時の税法については，野津高次郎「独逸税制l発達史」昭和23年，に詳述されている。
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第 2 表 1920~24年のドイツ国和税収入
(単位吉万紙幣マルク)
会計年度 1920 1921 1924 
所 得 税 10，241.0 27，715.6 350，000 450.000 2，210.6 
法 人 税 11.9 1，565.2 5，000 7，口00 313.8 
非常財産税 9，907.9 831.1 4，000 60，000め 49'!l02) 
戦〈非反覆時的租税税〕
5，648.1 5，356.3 78.8 
関税・消費税 11，157.2 21，215.6 297，587 3，439，026 1，546.7 
そ の イ也 10，029.5 21，516.4 256，968 1，100，900 2;662.8 
租税合計 即日 I5加問6| 7，311.7 
1) 予算。
2) 財産税および附加税











































28) Strutz， a. a. 0.， S. 52 
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1 継続的一般価額 (dau町 ndergemeiner W ert)へり評価減(本稿〕
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36) 戦時中にすでに戦時損失準備金〔無税〕を否認する判明があるが詳細は不明である。 (d
ebenda， S.11.) 
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46) Strutz， a.a. 0.， S. 5~ 
47) Sclunal四 bach，a. a. 0.， S. 30 
48) Evers， a.a. 0.， S. 672 





















49)， 50) Hausmann (lJ， S. 25 
51) Wa品目立国m，R.， Die Berucksichtigung der Celdentwertung in der ESt'Novcllc vom 
24. Marz 1921 und die Refoπnd目 bilanzrechtlichenVorschrift四 desHGB，皿 Zeiler
Wassermann-Mayer， Die Geldent-wert帥 19a1s品問dit-，Kalkulatians-und Bestetωrungs 
P伺 blem，1921， S. 31 
52) IIausmann (1)， S. 26 
53) 正治'enda，S. 32 
54) 亙:benda，S8. 32-33 
55) Edenda， S.33 
56) Eben4ι.t， S. 17; Kuhn， K.， Das Einkoηtmenstucrgesetz， 2.Aufl.， 1922， S.291 CHaus. 
ロ日nn，ebenda) ; Evers，仏仏 0.，-S. 297， usw 



























57) Hauβmann (1)， S.16; Hausmann (2)， S.20 



























58) Hausmann (1]， 55. 18-19; Evers， a. a. 0.. S5. 296-97 59) Hausmann， S. 20 
























Geldentwertungsg白 etz)による所得税法 部修正によ b，第33a条は，原価主義
の詞ヰ面原則を変更しないが，低価主義については" 1921年修正法の任意規定を
あらためて強行規定とした。すなわち，原価が一般価額を上主わる場合には，
60) Evers， a. a. 0.， S.673 



















械の世界市場価格 (1山 l年る月)が平時の1.25倍であれまた当時の 1紙幣マノレ
クを 0.5金マノレクと想定しうるとの見解によるものである問。ーノ仇 ドイツ大
蔵省の見解では， 当時 (1921年〕の一般価額を平時価格の 8倍， 当時の平均的
取得価格を平時価格の10倍と想定した刷。 また，同じ大蔵省が1922年の所得税
覚書においては， 1921年および1922年事業年度末の一般価額として，それぞれ
61) Sch血3.[enbach， a. a. 0.， S.30 
62) Hausmann (lJ， S.37; Hausmann [2J. S. 33; Buxbaum， a.a. 0.， S.115; Evers，5S. 
302. 673 
63) Strutz. a. a.' 0.， S.63 
64) Evers， a. a. 0.， S.673 
























るとみることができょう。 (1970.6. 18) 
67)， 68) Evers， ebend勾
69) Blumich， W _， -Schachian， H.， Das Einlwmmensteuergesetz vam 10. A'ugust 1925， 
1925， S. 264 
70) 拙稿， ドイツ所得税法における評価原則¢変遷. Iオイコノミカ」第6巻第2号，昭和44年9
月， 81-84頁.
